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図3･.S-1ボンド交替梯子模型(L-112)
の相図｡
わった場合にはPSS相以外の相は存在しないという予想の確認も行った｡
このようにzLは基底状態の情報のみで得られるため､多くの数値計算手法に対応でき､S-1
梯子系のようなHilbert空間の大きな系の解析には特に有効である｡
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